
１. 目標　　　
火山災害が発生した時の危険を理解する。
２. 題材について
　　気象庁の資料によると、日本の活火山の数は現在１１０存在している。これは、世界にある火山の数の７％にあたり、日本の国土と比較すると非常に多い割合である。また、東日本大震災以降、日本では火山活動が活発化している傾向がある。我が国の国土と関連させ火山災害についての基礎的な知識を学ぶことで、火山災害が発生した時の危険に対する理解を深める。
３. つながりを意識した指導の工夫
防災士を招くことで火山への関心を高め、知識の定着を図る。また、防災士が持っている写真や動画等の資料を効果的に活用することで、噴火の恐ろしさや被害を体感させる。 
　　　　※防災士…自助、共助、協働を原則として、社会の様々な場で防災力を高める活動が期待され、そのための十分な意識と一定の知識・技能を修得したことを、日本防災士機構が認証した人。
　　　　　　　　　　　　　（引用：特定非営利活動法人　日本防災士機構　　http://bousaisi.jp）
４.  本時の展開　
(１)ねらい

　 火山災害が発生した時の危険を理解する。
(２)展開
	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点（■評価　◆教材等）

	１．活火山の写真を見て、知っていることを発表する。

· 温泉が有名。

· 噴火しそう


２．山の絵に噴火した時の様子を描き込む
３．描いた絵を全体で交流し、考えたことを共有する。
　・溶岩が出る。　・煙が出る。　・石が飛んでくる。
４．実際に噴火したらどうなるのか、講師の先生の話を聞く。

· 火砕流
· 墳石
· 火山灰　等について

５．本時で学んだことを受けて回避行動等を考えてワークシートに書き、発表する。

· 墳石や火砕流の怖さを知り、山に行く時には事前に下調べをして遊びに行くようにする。　
· 火山灰や火砕流によって噴火したら大きな被害が出ることを知った。また、火山の恵みについても学ぶことができた。これからもっと山について調べていきたい。
６．本時の学習を振り返る。


	· 箱根山や富士山の写真を見せて共通点を考えさせ、火山に興味をもたせる。
· 日本に活火山が多いことをおさえる

· 活火山の写真
· 噴火の様子を描く活動を通して、火山について更に興味をもたせる。
· ワークシート
· 書画カメラを使い拡大して説明させる。

· 教師がゲストティ―チャーに質問する形で話を進行する。
· ゲストティ―チャーができるだけ映像や画像を使って、児童に視覚的にも理解できるように説明する。
· 火山の危険性だけでなく、火山の恵みについても説明する。
· 学んだことを踏まえてこれからどのようにしていきたいかを考えさせるようにする。
· ワークシート

· 火山災害が発生した時の危険を理解する。






火山が噴火したらどうなるか考えよう。
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火山災害時の安全





　　　　　　　　　　　　　　　１組　26名　指導者　水上　卓哉


　　 　　　　　　　　　　　　　　　　ゲストティーチャ―　　川路　美沙


（防災士、中野区立大和小学校主幹教諭）　





「火山災害時の安全」（１時間計画）　【学級活動】











